
まち並みハウツー
ひとりでできる編

まち並みをもっと良くするために、ひとりででき
ることもたくさんあります。好きなこと、やってみ
たいことから、始めてみましょう。

散歩してみましょう。
サイクリングもいいかも。
なんとなく通り過ぎている道、
ながめている風景。
気づいてないことが
いっぱいあるはず。

まずは、

自分のまちを

見てみよう。

主人公：市川景子さん



市川の好きなところを見つける  まちを案内する
いつもの風景、何気にいつも立ち寄るところ、
休日に出かけるところ、季節の行事、
あなたの住むまち市川で思い浮かぶ風景は何ですか？

お友達や親せきに、どこを案内しますか？
市川で連れて行きたい場所、見せたい風景、お食事やお休み処など。
半日コースを作ってみましょう。

いつもの風景 あなたがまちのガイドになってみよう当たり前過ぎる
身近な風景でも、
思い出してみましょう。
毎日通る道？　
それとも休日の
お散歩道の風景？

場所の特徴や歴史を調べてみま
しょう。面白ネタも探してみては？

毎日通勤で使う駅も、
買い物をするお店も、
あなたの身近な風景。

よく行く場所は？

□

□

□

魅
力
発
見

魅
力
発
見

駅

公園

お寺など
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 マナーと気づかい

  1　隠す・仕切る

清潔にするために、掃除をしますよね？　家の外も同じです。
道路や公園もきれいに使いましょう。
誰もが心地よく暮らせるように一人ひとりがマナーを守りましょう。

ブロック塀やフェンスを花や木に変えてみましょう。家の中から見ても、
外から見ても、緑がいっぱいの生き生きとした気持ちの良い風景に。

マ
ナ
ー・
気
づ
か
い

花
・
木

家のまわりもきれいだといいね

玄関のついでに家の前もきれいにしましょう。
ゴミ出しもルールを守って清潔に。

生垣はプランター
より地植えができる
樹木がベスト。
和風のおうちには、
竹垣や板塀が
似合います。

駐車場も、フェンスに緑を添えるだけで
まちの印象が変わります。フェンスにツタや
つる系の花を絡ませてみましょう。

歩きたばこやゴミのポイ捨てはもってのほか。
犬のフンやゴミは持ち帰りましょう。

□

まちのマナーを守ろう□

駐車場の緑化□

生垣・竹垣□

P.13の 駐車場の緑化も見てみましょう。□

花と木で暮らしに彩りを

花
と
木

暮らしを快適にしてくれる花と木は、使い方もいろいろ。
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  2　飾る・見せる
家で育てる植物やお花の美しさを、みんなで分けあいましょう。まわ
りの人がちょっとうれしくなる見せ方はどんなシーンでも可能です。

玄関や門に小さな鉢やプランターを置いてみましょう。
自分が見てきれいと思えるお花や木々は、道行く人の笑顔を呼ぶでしょう。

通りに面する花や木

戸建て住宅の場合

お店の場合

マンションやアパートの場合

シンボルツリー

塀を工夫

お庭に植える1本の木が、
家族だけじゃなく地域の
シンボルに。時間をかけて
育てれば、愛着もわきます。

ベランダも飾りがいの
あるスポット。
お店の前にも花や木が
増えればぐっとおしゃれに。

駐車場にも緑があると気持ち
良い。芝生がアクセントに
なって、見た目にも優しい。

花
・
木

花
・
木

□

駐車場の緑化□

□

□

P.11の 駐車場の緑化も見てみましょう。□

▼

花
と
木

塀を透かしにするなど
工夫してみましょう。
家の人も外の人も
心地良い気分になるはず。
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  3　いかす   4　食べる・生き物を呼ぶ
植物は見た目の美しさだけじゃありません。夏は涼し気に、空気もきれ
いにします。安全・防災にも役立ちます。

食べることはみんな大好き。せっかくなら、季節の変化や遊びに来る蝶
や鳥を楽しみましょう。育った実は感謝しておいしくいただきましょう。

実のなる木

野菜ストリート

野菜を育てる

生き物が来る花や木

みかんやレモンの柑橘系、秋に実を
つける柿や栗の木も素敵。

ご近所と一緒に野菜を育てれば、
収穫祭のイベントもできそう。

鳥の声で目覚めたり、子どもが虫と
遊んだりするだけで心が豊かに。

子どもと一緒に育てた野菜。
サラダがもっとおいしくなるでしょう。

花
・
木

花
・
木

□

□

□

□

緑のカーテン 屋上緑化

見た目も涼やかな緑の
カーテンは日射しを防ぐ効果も。

屋上緑化は
家の中の温度を
下げるので、
中にいる人も
涼しい。

□ □

花
と
木

花
と
木

コンクリートブロック
細い道を歩いているとき、
地震が起きたら倒れてきて危ない！

生垣
地震でも倒れないし、人影も見えて、
防犯上もgood！

コンクリートブロック塀を生垣に□

▼
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  5　楽しむ   6　合わせる
風に葉が揺れる音、漂う花の香り、鮮やかな花の色。花や木は感じ
る楽しみをくれます。道行く人の感激も楽しみのひとつ。

花や木を植えるとき、お隣さんと色や種類を合わせてみましょう。
風景がつながり、より美しく見えます。育てるポイントなどの情報交換
もできて一石二鳥。

香りを楽しむ 音を楽しむ
春にはモクレン、秋はキンモクセイ。
花の香りが季節を伝えます。

風が吹いて葉のそよぐ音が
聞こえると、さわやかな気持ちになる
のはなぜでしょう？

手間暇かけて育てた自慢の
庭をみんなにお披露目するの
がオープンガーデン。
いろいろな人との交流も楽しみ。

通り沿いに緑のラインを
つなげれば、まちに
一体感が出る。

花や木をお隣さんと一緒に合わせてみましょう。
仲良くなるきっかけに、園芸屋さんへ一緒に出かけてみては？

花
・
木

花
・
木

オープンガーデン□

ガーデニング□

同じ花や木を植えてみる□

緑でラインをつくる□
□ □

花
と
木

花
と
木
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色を見る・色を使う 材質を見る、合わせてみる
色がまち並みに与える影響は絶大。まわりの家 や々風景と連続する落
ち着いた色を選びたいところです。木や石など、自然にある色もおす
すめ。

自然が多いところか、寺町など歴史あるところか、新築の戸建て
住宅やマンションが並ぶところか。建物や塀は何でできているか。
材質を見て、合わせてみましょう。

色が選べるところはいろいろある

緑

屋根 塀 外壁

門 ポスト

まわりを見る 派手な色はやめる

自然素材は落ち着いた印象

通りから家並みを見ると、
たくさんの色が。
建物以外にも気を
配りましょう。

自然が多いところや、寺町など
歴史あるまち並みには、
木や竹がぴったり。

家のまわりはどんな建物？　どんな色が多い？

材
質

□ □

まわりと合わせればまちのイメージが変わる□

□ □

色
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 ちょっとした工夫をする 思いきって変えてみる
部屋の模様替えをするように、家のまわりにもアイデアを。ちょっとし
た工夫がきっかけで、まちの風景もぐんと良くなります。

おうちのリフォーム、お店のリニューアル……。そんな機会にまわりと
の調和を考えてみましょう。色や材質、地域の雰囲気など、観察の成果
をいかすチャンスです。

かわいいプランターで
玄関まわりを演出

室外機を隠す

和の風情

お店まわりの工夫

外壁やシャッターをリニューアル
□ □

□

□

□

変
え
る

工
夫

入口にベンチや植木鉢を置いたり、
のれんをかけたり、工夫しましょう。

趣が増す
すだれや、
格子窓でグッと
和風に。

ペンキ
などで
塗り替え

外装を別の
素材に
張り替え

格子戸や
看板を新たに
付け足す

ビフォー

ビフォー

アフター ▼

▼

アフター

塗る 張る 足す
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 サイズを考える  まちのリズムを考える
背の高い塀は圧迫感を与えます。また、地震で倒れると大きな被害に
なります。高さを低くしてみましょう。道路も広々気持ちよく、コミュニ
ケーションも豊かになって、安心できるまちになります。

リズムがバラバラで単調な音楽は味気ないですね。まちも同じです。
少し遠くからながめて、家々がつくり出すリズム、まちが奏でる音楽を
感じてみましょう。

いっそのこと、
塀をなくしてみる

屋根の形がつくるライン

大きさと色

植物や塀のバリエーション

ブロック塀を少し低くして、代わりに花や木を植えてみては？

塀をなくせば
家の前も広々、
子どもたちの格好の
遊び場に。

サ
イ
ズ

リ
ズ
ム

ブロック塀を低くしてみる□ □

□

□

□

▼
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冬

夏

春
秋

時間の流れを感じる  まちを感じてイメージしてみる
朝・昼・夜、春・夏・秋・冬、時間の流れによって風景は変わります。
そのときどきの風景を感じてみましょう。

毎日過ごすまちも、耳をすませたり、手で触れたり、香りを楽しんだり
すれば、新しい発見があるはずです。あなたの家のまわりや見ている
風景、過ごしているまちがこんな風だったらいいな、と考えることか
ら、もうまち並み景観づくりは始まっています。

時
間

イ
メ
ー
ジ

季節を彩る風景□

1日を彩る風景

香る

見る
食べる

聞こえる

触れる

歴史と文化

まちへの思い
地域らしさ

□ 朝の目覚め、昼間の活動、夜のくつろぎ。
1日の流れとその風景を思い出して、こうだったら
いいな、という風景をイメージしてみましょう。

花や木を育てたり、イベントに参加したり、
季節を楽しみましょう。

朝の光や音 昼間の日除け

季節に合った花や木を植える

季節らしさで飾る

イルミネーション

行事に参加する

ホッとする帰宅時間
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